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令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（ 月 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇新学習指導

要領を踏ま

え、キャリア

教育を促す教

育課程の編成

を目指す。 

〇アセスメン

トを踏まえた

授業実践の取

組を一層推進

し、日々の授

業改善に取組

む。 

①キャリア教

育の視点を大

切にして、学

習内容の見直

しを図る。 

②アセスメン

トを実施して

個に応じた

「わかる授

業」を実践す

る。 

①校内研究を中心に、

授業実践から見直しを

図りながら、キャリア

教育の視点を大切にし

たシラバスを各学部で

作成する。 

①キャリア教育の視点

を大切にしたカリキュ

ラム・マネジメントに

ついて研修会を実施す

る。 

②授業に即した観点に

対応したアセスメント

を実施する。 

②アセスメントの結果

を個別教育計画に反映

させ、単元目標を明確

にした授業を進めてい

く。 

①各学部でキャリ

ア教育の視点を大

切にしたシラバス

を作成することが

できたか。 

①研修会を実施し

たことで、カリキ

ュラム・マネジメ

ントに対する職員

の理解が進んだ

か。(職員アンケ

ート実施) 

②個に応じた授業

実践を通じて、児

童・生徒の明確な

変容が観察された

か。 

     

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

〇一人ひとり

の教育的にニ

ーズに応じた

指導・支援を

組織的に行

う。 

①児童生徒が

生き生きと活

動し、自主性

を重んじる集

団授業作りを

実践する。 

①発達段階に応じた集

団授業や行事等を実践

していく。 

①学部ごとに集団での

授業作りをテーマにし

た研修等を設定し実施

する。 

①授業参観や学

習発表会等で、

児童生徒が生き

生きと主体的に

取り組むことが

できたか。(児童

生徒・保護者ア

ンケート等実施) 

     

３ 進路指導・支援 

〇児童・生徒

一人ひとりの

将来の生活の

充実を目指

し、自立と社

会参加に向け

①自立と社会

参加に向けた

授業を通し

て、社会の一

員としいて生

きる力を伸ば

①自立をテーマとした

授業を実践し、その成

果を校内で共有する。 

②切れ目ない支援部会

と協働して保護者対象

進路研修会を実施す

①実践報告を共有

できたか。 

②進路研修会等を

通して、保護者に

丁寧な情報提供が

できたか。(保護

     



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（ 月 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 月 日実施） 成果と課題 改善方策等 

た進路指導・

支援を行う。 

す。 

②保護者対象

進路研修会の

充実を図り、

進路に関する

情報提供を丁

寧に行う。 

る。 者アンケート実

施) 

４ 地域等との協働 

〇共生社会の

実現に向け、

障害のある子

どもと障害の

ない子どもの

相互理解や地

域への理解を

拡げるため

に、地域と連

携し、開かれ

た教育活動を

展開する。 

①地域の各種

団体と連携

し、児童生徒

が地域で活躍

できる場面を

増やす。 

②近隣小中学

校、高等学校

と連携し、交

流や巡回相談

等を通じて地

域の障害理解

を促進する。 

①自治会や郵便局、ケ

アプラザ等の地域と連

携した交流活動を実施

する。 

②居住地交流や学校間

交流、近隣小中学校や

高等学校との交流を実

施する。 

②巡回相談や HP 等を

通じて教材教具等も含

めた本校の取組を地域

に向けて発信し、近隣

小中学校や高等学校と

の連携を深める。 

①児童生徒が地域

と連携する活動を

実施できたか。 

②居住地交流や学

校間交流を実施す

ることができた

か。 

②近隣小中学校や

高等学校との連携

をすることができ

たか。 

     

５ 
学校管理 

学校運営 

〇安全・安心

な学校体制の

確立に向け

て、環境整備

の推進と不祥

事防止へ向け

ての取組をす

すめる。 

〇児童・生徒

と向き合う時

間を確保する

ために、働き

方改革を推進

し、組織的な

学校運営と校

務の効率化を

図る。 

①校舎内外の

機能改善を行

うとともに、

校内環境の整

備を進める。 

②スクールバ

ス内における

安全に対して

の取り組みを

強化する。 

③アフターコ

ロナの健康安

全管理の在り

方や活動の取

り組み方を明

確にして実施

する。 

①教職員全員で校舎内

外の環境整備を計画的

に進める。 

①廃棄目的や廃棄基

準・廃棄目標量を明確

にして物品の整理廃棄

を進める。 

②スクールバス内にお

ける安全上の対策を可

視化する。 

③学校生活における場

面ごとの感染症対策や

衛生管理の具体的な実

施方法をまとめる。 

①児童生徒の安全

に配慮した学校施

設の改善ができた

か。 

①物品の整理や廃

棄ができたか。 

②誰が対応しても

安全に遂行できた

か。 

③衛生管理の具体

的な方法を全校で

実施できたか。 

③保護者に必要な

情報を周知して協

同することができ

たか。 

     

  


